
『
詩
経
』

に
お
け
る

「風」

2
日
川
町
栓
』
に
は
風
を
用
い
た
表
現
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
中
で
特
に
強
風
を
用
い
た
表
現
が
自
に
つ
く
。
例
え
ば
、
羽
風
終

風
等
一
章
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

終
風
且
暴
終
風
且
つ
円
以
茶

願
我
則
笑
我
を
顧
み
て
別
ち
笑
ふ

諮
浪
笑
数
諮
浪
笑
放
す

中
心
是
悼
中
心
走
れ
恨
む

終
日
吹
く
風
は
激
し
く
、
自
分
を
振
り
返
っ
て
見
て
か
ら
か
い
笑

い
物
に
す
る
。
自
分
の
心
は
傷
み
悲
し
む
の
だ
、
と
あ
り
、
或
る
人

物
か
ら
笑
い
物
に
さ
れ
る
自
分
の
憂
い
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
第
一
句
日
で
終
日
吹
く
激
し
い
風
の
様
子
が
詠
じ
ら
れ

た
後
に
、
白
ら
が
笑
い
物
に
な
る
辛
さ
を
一
一
一
一
口
う
の
で
あ
る
が
、
一
句

日
の
「
終
風
」
と
後
の
内
容
と
は
当
然
関
連
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

即
ち
「
終
風
」
が
吹
き
つ
け
る
激
し
さ
が
作
者
の
憂
苦
の
気
持
ち
を

象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
激
し
い
風
の
表
現
を
用
い
る の

表
現
に
つ
い
て

増

野

幸

弘

こ
と
に
よ
っ
て

J

目
ら
の
し
み
を
よ
り
強
く
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
激
し
い
風
が
憂
苦
の
情
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う

当
時
の
人
々
の
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
で
は
何
故
そ
の

様
な
認
識
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
の
様
な
強
風

の
表
現
が
、
気
候
と
生
活
と
の
関
わ
り
に
由
来
す
る
発
想
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
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一
、
コ
詩
経
』
に
お
け
る
嵐
の
用
例

立
汗
経
』
に
お
い
て
風
が
登
場
す
る
詩
は
十
七
篇
で
あ
る
。
列
挙

す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

一

締

今

給

今

紙

や

絡

や

凄
其
以
問
問
凄
と
し
て
其
れ
以
て
風
ふ
く

(
都
風
・
緑
衣
第
四
章
)

(
都
風
・
終
風
第
一
章
)

(
第
二
章
)

終終
風 j武

終
風
旦
つ

終
風
且
つ

る
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終
風
且
つ
喧
る

凱
風
雨
よ
り
し

彼
の
娘
心
を
吹
く
(
郡
風
@
凱
風
第
一

凱
風
雨
よ
り
し

彼

の

練

薪

を

吹

く

(

第

二

背
習
た
る
谷
風

以
て
陰
り
以
て
雨
ふ
る(

郡
風
e

谷
風
第
一

(
第
三
章
)

北
風
其
れ
涼
た
り

た
り
(
郡
風
・
北
風
第

北
風
其
れ
憎
た
り

(
第
二
章
)

り

態
や
律
や

風
其
れ
女
を
吹
く
(
鄭
風
@
探
今
第
一
章
)

惑
や
深
や

風

其

れ

女

を

漂

く

(

第

二

章

)

風
雨
護
法
た
り

鶏
鳴
く
こ
と
噌
暗
た
り(

鄭
風
@
風
雨
第
一

風
雨
漏
漏
た
り

鶏
鳴
く
こ
と
謬
惨
た
り

(
位
一
知

風
雨
如
海
風
雨
晦
の
如
し

鶏
鳴
不
己
鶏
鳴
き
て
己
ま
ず

睦
風
護
今
匪
の
風
発
た
り

匪
車
偶
今
匪
の
卒
偶
た
り
(
檎
風
・
陸
風
第
一
章
)

匪
風
鶏
今
症
の
風
簸
た
り

陸
車
問
m
今

陸

の

車

喋

た

り

(

第

二

章

)

風
雨
一
所
漂
捺
風
雨
の
漂
揺
す
る
所

け
ぅ

子
維
一
音
暁
暁
子
維
れ
音
暁
暁
た
り(

幽
風
・
鴎
鴻
第
四
章
)

入ブし

風
雨
依
除

鳥
鼠
依
去

彼
何
人
斯

其
震
殺
風

習
習
谷
風

維
風
及
雨

習
習
谷
風

維
風
及
頚

習
習
谷
風

経
山
岩
一
山
鬼

南
山
烈
烈

殺
風
譲
渡

(
第
三
章
)

々
戸
、
.
と
こ

λd

風
雨
の
徐
る
放

鳥
鼠
の
去
る
依

彼
は
何
人
ぞ

其
れ
強
風
た
り
(
小
雅
・
何
人
斯
第
四
章
)

習
習
た
る
谷
風

維
れ
風
及
び
雨
(
小
雅
・
谷
風
第
一
章
)

習
習
た
る
谷
風

経
れ
風
及
び
頚

習
習
た
る
谷
間
内

経
れ
山
山
佳
山
鬼
た
り

南
山
烈
烈

譲
風
発
発

( 13 ) 

(
小
雅
・
斯
子
第
三
章
)

(
第
二
章
)

二
者
十
)

(
小
雅
・
萎
表
第
五
章
)



寸一
区ヨ

南
山
律
律

強
風
弗
弗

冬
呂
烈
列
…

賜
風
猿
渡

有
巻
者
同

級
風
自
南

如
彼
遡
風

亦
孔
之
俊

大
風
有
限

有
空
大
谷

大
風
有
隊

貧
人
敗
類

一-1
b司
1
c
γ
p
h
n
u

d
仁
寸
口

H
Y
i
rヨ
川

穆
如
清
風

(
小
雅
・
四
月
第
三
章
)

南
山
律
律

問
淵
風
弗
弗

冬
日
列
一
列
…

鶏
風
発
発

巻
た
る
阿
有
り

鶏
風
南
よ
り
す
(
大
雅
・
巻
阿
第
一
章
〉

彼
の
風
に
遡
ふ
が
如
く

む
せ

亦
孔
だ
之
れ
俊
ぶ
ハ
大
雅
・
桑
柔
第
六
章
)

大
風
隆
有
り

空

た

る

大

谷

有

り

(

第

十

二

章

〉

大
風
隠
有
り

寛

人

類

を

敗

る

〈

第

十

三

章

)

吉
甫
誌
を
作
る

穆
と
し
て
清
風
の
如
し(

大
雅
・
丞
一
民
第
八
章
)

以
上
の
風
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
と
、
九
に
つ
い
て
は
議
鵠
の
巣

を
風
雨
が
揺
ら
し
、
十
で
は
堅
牢
な
建
物
が
風
雨
を
防
ぐ
こ
と
を
言

う
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
風
は
単
に
自
然
現
象
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
十
七
の
「
清
風
」
は
詩
の
内
容
を
戦
え
た
も
の
で
あ

る。

(
第
六
章
〉

十
五ーiニコし

か
し
、
他
の
例
に
お
い
て
は
、
風
は
何
ら
か
の
象
徴
的
意
味
を

持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
一
に
お
い
て
は
寒
風
が
吹
く
表

現
の
後
に
「
我
思
古
人
、
実
獲
我
心
(
我
古
人
を
思
ふ
に
、
実
に
我

が
心
を
獲
た
り
ご
と
苦
し
い
境
遇
に
あ
る
自
分
の
気
持
ち
が
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
こ
で
は
、
前
述
の
如
く
終
日
激
し
く
吹
く
風
の
表
現

の
後
に
笑
い
物
に
さ
れ
る
自
分
の
憂
苦
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
風
が
何
ら
か
の
形
で
内
容
と
関
わ
っ
て
・
い
る
。
こ
れ
ら

の
中
で
六
で
は
風
で
葉
が
落
ち
る
こ
と
に
よ
り
女
子
が
男
に
従
う
こ

と
を
一
一
一
一
口
い
、
七
で
は
風
雨
の
激
し
さ
に
よ
っ
て
相
手
を
思
う
気
持
ち

の
激
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
十
五
で
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
丘
に
南
か

ら
の
旋
風
が
吹
き
つ
け
る
こ
と
で
楽
し
み
和
ら
ぐ
君
子
が
来
る
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
三
例
に
お
け
る
風
は
内
容
と
の
関
連
か
ら
見

て
、
六
に
お
い
て
は
男
か
ら
の
誘
い
、
七
で
は
恋
慕
の
情
の
激
し

さ
、
十
五
で
は
君
子
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
十
一
例
に
お
け
る
風
の
象
徴
す
る
も
の

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
十
一
例
に
お
け
る
風
は
、
激
し
い

問
問
、
寒
い
風
、
北
風
、
一
日
中
吹
く
風
等
、
強
い
風
ば
か
り
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
表
現
が
伴
な
う
詩
の
内
容
は
、
一
で
は
自
分
が

苦
し
い
境
遇
に
あ
る
こ
と
、
二
は
自
分
が
笑
い
物
に
さ
れ
る
辛
さ
、

三
で
は
七
人
の
子
を
抱
え
た
母
親
の
苦
労
、
四
・
十
こ
で
は
棄
て
ら
れ

た
女
の
苦
し
み
、
五
で
は
嘘
や
邪
悪
さ
に
満
ち
た
現
状
か
ら
去
ろ
う

と
す
る
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
。
八
で
は
周
へ
の
道
を
振
り
返
り
心

( 14 ) 



の
中
が
傷
む
こ
と
、
十
一
で
は
或
る
人
物
に
対
し
て
心
が
鑑
き
乱
さ
れ

る
こ
と
、
十
一
一
了
十
四
で
は
自
分
一
人
が
苦
し
い
自
に
遇
う
こ
と
、
十
一
ハ
で

は
国
の
混
乱
を
憂
う
る
こ
と
、
と
言
っ
た
菱
苦
を
述
べ
る
内
容
ば
か

り
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
風
が
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
の
中
で
、
特
に
、
強
い
風

と
人
間
の
苦
し
み
に
は
発
想
の
点
で
、
関
連
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

風
の
表
現
に
つ
い
て
一
の
「
濠
」
は
毛
伝
に
「
法
、
寒
風
也
」
と

あ
る
如
く
、
寒
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
こ
と
を
言
う
。
二
の
「
終
風
」
は

「
終
日
風
為
終
風
」
と
毛
伝
に
も
あ
る
様
に
、
一
日
中
吹
く
風
で
あ

る
。
三
の
「
凱
風
」
は
毛
伝
に
「
南
風
謂
之
凱
風
」
と
あ
り
、
他
の

注
釈
家
も
多
く
こ
れ
に
倣
い
南
風
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
関

一
多
は
『
詩
経
通
義
』
の
凱
風
の
項
で
、
ヨ
付
経
』
に
お
い
て
風
は

暴
怒
の
男
に
北
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
場
合
も
風
は
父
親
を

意
味
す
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
又
、
「
宣
」
宇
が
「
大
」
の
意
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
点
や
、
大
雅
巻
阿
に
「
附
棋
風
自
南
」
と
あ
る

点
か
ら
、
「
凱
風
」
は
和
楽
の
風
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
指

摘
に
従
え
ば
、
「
凱
風
自
南
」
は
「
大
風
が
南
よ
り
吹
く
」
の
意
と

な
り
、
第
二
章
に
お
け
る
こ
の
表
現
の
次
の
匂
の
「
材
料
」
即
ち
イ
バ

ラ
に
つ
い
て
、
集
伝
が
「
非
美
材
」
と
す
る
よ
う
な
良
く
な
い
イ
メ

ー
ジ
と
も
合
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
習
習
谷
風
」

;四
の

は
毛
伝
で
は
「
習
習
、
和
好
貌
、
東
風
謂
之
谷
風
」
と
し
、
和
ら
ぎ

吹
く
東
風
と
解
す
る
が
、
宋
の
厳
祭
は
『
詩
輯
』
巻
四
に
お
い
て

「
来
自
大
谷
之
風
、
大
風
也
。
盛
怒
之
風
也
。
又
、
湾
習
然
連
続
不

断
、
一
助
謂
終
風
也
」
郎
ち
、
一
日
中
吹
く
大
風
で
あ
る
と
し
、
法
の

挑
際
債
や
方
玉
机
側
、
間
一
歓
ら
も
こ
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
や
は

り
こ
旬
日
と
の
つ
な
が
り
の
点
か
ら
見
て
も
厳
祭
の
説
が
妥
当
と
言

え
よ
う
。
五
の
「
北
風
」
は
毛
伝
に
「
寒
涼
之
風
」
と
あ
る
如
く
寒

々
と
吹
く
北
風
で
あ
る
。
八
の
「
陸
風
発
今
」
に
つ
い
て
は
、
諸
家

見
解
を
異
に
し
て
お
り
、
毛
伝
は
「
発
発
規
風
、
非
有
道
之
風
」
と

し
て
有
道
で
な
い
風
が
激
し
く
吹
く
と
し
、
集
伝
は
「
今
非
風
発
」

と
し
、
平
時
は
風
が
あ
れ
ば
憂
え
る
が
、
今
は
風
が
吹
い
て
い
る
訳

で
も
な
い
の
に
憂
え
る
と
す
る
。
清
の
馬
瑞
辰
は
『
毛
詩
伝
築
通

釈
』
巻
十
四
で
「
彼
匪
古
通
用
」
と
し
、
彼
の
風
が
激
し
く
吹
く
、

と
解
し
て
い
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
判
じ
難
い
が
、
「
風
発
」
の

意
味
に
つ
い
て
、
風
が
激
し
く
吹
く
と
す
る
点
で
は
三
家
一
致
し
て

い
る
。
今
は
馬
瑞
辰
の
説
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
二
匂
自
の
「
鶏
」

は
毛
伝
で
は
「
廻
風
為
鶏
」
と
あ
り
、
つ
む
じ
風
を
言
う
。
十
一
の

「
譲
風
」
は
毛
伝
に
「
鶏
風
、
暴
起
之
風
」
と
あ
る
如
く
。
暴
風
、

つ
む
じ
風
の
類
で
あ
る
こ
と
は
諸
家
一
致
し
て
い
る
。
十
六
の
第
六
章

「
如
彼
遡
風
」
に
つ
い
て
の
鄭
築
に
は
「
使
人
唱
然
郷
疾
風
不
能
息

也
」
と
あ
り
疾
風
に
向
か
い
怠
が
で
き
な
い
こ
と
を
言
い
、
第
十
二

( 15 ) 



章
の
「
大
風
有
段
」
に
つ
い
て
毛
伝
は
「
段
、
道
也
」
と
す
る
が
、

清
の
玉
引
之
の
『
経
一
一
戦
述
賠
』
巻
七
で
は
「
隆
之
言
迅
疾
。
有
段
、

形
容
其
迅
疾
也
」
と
し
、
馬
瑞
口
問
、
松
本
雅
如
、
自
加
田
誠
の
三
氏

も
こ
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
解
釈
す
れ
ば
、
大

風
が
急
で
あ
る
こ
と
を
一
一
一
一
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
十
一
例
に
お
け
る
風
は
皆
暴
風
と
も
言
え
る
強
風
で
あ

る
が
、
そ
の
後
に
来
る
憂
苦
の
内
容
と
は
発
想
の
点
で
ど
の
様
な
関

わ
り
が
あ
る
の
か
を
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
中
国
の
気
候
に
つ
い
て

十
一
例
に
お
け
る
強
風
と
憂
苦
の
関
わ
り
を
知
る
上
で
、
ま
ず
重

要
な
こ
と
は
中
国
の
風
が
ど
の
様
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
国
の
気
候
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

大
陸
性
季
節
風
気
候
を
有
す
る
中
国
は
、
冬
孝
は
シ
ベ
リ
ア
高
気

圧
か
ら
の
強
い
北
西
風
@
又
は
西
風
に
爆
さ
れ
、
夏
季
に
は
太
平
洋

高
気
圧
か
ら
の
東
南
の
季
節
風
が
吹
く
と
言
う
具
合
に
冬
季
と
夏
季

で
全
く
逆
の
風
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
夏
の
季
節
風
は
水
害
や
千

魁
を
も
た
ら
す
反
面
、
風
力
も
冬
よ
り
は
弱
く
、
農
業
に
と
っ
て
も

大
変
有
益
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
十
月
か
ら
翌
年
三
月
位
迄
の
冬
の
乾
燥
し
た
寒
冷

な
季
節
風
は
強
く
、
来
、
波
に
見
舞
れ
る
と
混
度
が
下
降
し
、
強

家
屋
・
樹
木
を
倒
し
た
り
農
作
物

同
州
・
瀞
包
・
雷
雨
等
を
と
も
な
い
、

に
被
害
を
与
え
る
。

又
、
冬
の
季
節
風
は
砂
塵
を
伴
な
い
、
風
沙
現
象
を
起
こ
す
。
前

掲
の
郡
風
終
日
州
第
二
章
に
お
け
る
「
震
」
が
そ
の
こ
と
を
一
一
一
一
口
っ
て
お

り
、
毛
伝
で
は
「
一
籍
、
雨
土
」
と
あ
る
。
こ
の
「
っ
ち
ぐ
も
り
」
現

象
は
現
在
で
も
見
ら
れ
、
農
業
に
お
い
て
も
、
畑
の
上
に
堆
積
し
埋

A
け
uウ

没
さ
せ
る
等
の
被
害
を
与
え
て
い
る
。
当
時
に
お
い
て
も
同
様
の
風

害
が
発
生
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

又
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
華
北
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
あ
た
り
ま
で

乾
燥
高
温
の
「
乾
熱
風
」
が
南
か
ら
吹
き
農
作
物
に
害
を
与
え
『
針
。

張
乗
権
氏
が
指
摘
さ
れ
る
様
に
殿
代
よ
り
現
代
、
迄
の
気
候
差
が
そ

れ
程
に
は
な
い
と
す
れ
ば
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
も
こ
れ
ら
風
沙

6

強
風
・
乾
熱
風
等
は
生
活
上
の
脅
威
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

( 16 ) 

、
風
祭
に
つ
い
て

次
に
『
詩
経
』
の
時
代
の
人
々
が
、
こ
う
い
っ
た
生
活
に
脅
威
を

も
与
え
る
夙
に
対
し
て
ど
の
様
な
気
持
ち
を
抱
い
て
い
た
か
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

段
代
に
は
誌
は
神
と
し
て
記
ら
れ
、
初
厚
宣
氏
に
よ
れ
ば
豊
作
を

A
V
 

'
h
u、

折
求
す
る
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
強
風
に
対
し
て
は
、
そ
れ
を
止
め

る
た
め
に
犬
を
犠
牲
と
す
る
「
寧
風
」
の
祭
犯
が
行
な
わ
れ
て
い



A
平

'川

U
、

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
肢
の
人
々
に
と
っ
て
も
強
風
が
何
如
に
脅
威
で

あ
っ
た
か
が
窺
わ
れ
る
。

で
は
府
代
以
降
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

白
川
礼
』
春
官
小
祝
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

版
盟
年
、
逆
風
雨
、
寧
風
早
。

(
豊
年
に
版
ひ
、
時
前
を
逆
へ
、
風
間
半
を
竿
す
。
)

即
ち
風
に
よ
る
乾
燥
を
寧
ん
ず
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
百
川
礼
』

心
者
官
大
宗
伯
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

1
人
目
1
山
平
、
1
J
1
1
J
3

司寸
J

与
j

対
札
口

μ
コ
リ
じ
り
O

ト
ん
ね
が
い

M
H
N一
引
川
山
一
一
引
け
叶
5

一日

A
m川
制
限
'
山
M
1
N
内
川

(
撚
僚
を
以
て
可
中
司
命
蹴
倒
的
雨
前
を
配
る
。
)

こ
こ
に
お
け
る
「
織
師
」
と
は
「
風
師
」
即
ち
風
神
の
こ
と
で
あ

る
が
、
柴
を
焚
い
て
こ
れ
を
配
る
の
で
あ
る
。

「
雨
雅
』
釈
天
と
そ
の
郭
瑛
注
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

祭
風
臼
探
。

〔
郭
注
〕
今
俗
常
大
道
中
探
狗
、
云
以
止
風
。
此
其
象
。

(
風
を
祭
る
を
探
と
臼
ふ
。
〔
郭
注
〕
今
の
俗
に
大
道
中
に
当
り
て

狗
を
際
し
、
一
五
ひ
て
以
て
止
風
と
す
。
此
れ
其
の
象
な
り
。
)

晋
代
の
風
を
止
め
る
習
俗
に
基
づ
い
た
郭
注
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

こ
こ
で
も
股
代
と
同
様
に
犬
を
以
て
風
を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
三
例
か
ら

の

の
作
ら
れ
た
時
代
に
も
肢
代
に

お
け
る
「
寧
風
」
と
同
様
に
風
を
配
る
祭
認
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と

言
え
る
の
で
あ
る
。
『
周
礼
』
春
官
小
祝
で
は
、
風
祭
の
目
的
が
農

業
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
『
詩
経
』
の
詩
の
作
ら
れ
た
墳

に
お
い
て
も
、
般
代
と
同
様
、
農
作
物
に
対
す
る
風
申
告
に
つ
い
て
当

時
の
支
配
層
が
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
ま
し
て
直
接
に
農
業
生
産
を
行
な
う
農
民
達
に
と
っ
て
は
一
一
層

深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
点
か
ら
強
風
の
表
現
を
持
つ
『
詩
経
』
十
一
例
の
詩
を
考
え

る
と
、
強
風
が
一
一
路
じ
ら
れ
た
後
に
自
ら
の
憂
苦
を
述
べ
る
こ
と
は
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
風
が
常
に
心
配
や
不
安
の
種
で
あ
っ
た
こ
と

と
、
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
、
殊
に
、
都
風
終
風
に
お
い
て
風
沙

現
象
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
人
々
の
風
害
に
対
す
る
関

心
の
深
さ
を
顕
著
に
示
す
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

( 17 ) 

回
、
思
害
の
記
述

で
は
、
前
掲
三
河
内
栓
」
一
十
一
例
の
頃
の
風
害
に
つ
い
て
の
記
述
が

ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
か
、
諸
文
献
よ
り
主
だ
っ
た
例
を
挙
げ
て
み

一、

o

J
L
し『

尚
書
』
金
牒
に
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
円
秋
大
熱
、
未
穫
。
天
大
雷
電
、
以
風
、
禾
霊
位
、
大
木
斯
抜
、

邦
人
大
恐
。
〈
中
略
〉
王
出
郊
。
天
乃
雨
反
風
。
禾
別
室
起
。



〈
秋
大
熱
し
、
未
だ
穫
ら
ず
。
天
大
い
に
雷
電
し
、
以
て
風
し
、

禾
尽
く
催
し
、
大
木
斯
に
抜
け
、
邦
人
大
い
に
恐
る
。
〈
中
略
〉

王
郊
に
出
づ
。
天
乃
ち
雨
ふ
り
風
を
反
す
。
禾
別
ち
尽
く
起

く
。
)

秋
の
収
穫
の
前
に
大
風
が
吹
き
、
稲
は
全
て
倒
れ
大
木
さ
え
も
抜

け
て
し
ま
う
一
程
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
言
い
、
王
が
郊
祭
を
行
な

う
と
天
は
風
向
を
変
え
稲
も
起
き
た
と
し
て
い
る
。

『
礼
記
』
で
は
次
の
様
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

。
仲
秋
〈
中
略
〉
行
各
令
則
風
災
数
起
。
(
月
令
)

(
仲
秋
〈
中
略
〉
冬
令
を
行
は
ば
期
ち
風
災
数
ば
起
く
。
)

同
天
地
之
道
、
家
暑
不
時
刻
疾
、
風
雨
不
節
別
機
。
(
楽
記
〉

(
天
地
の
道
、
来
、
暑
時
な
ら
ざ
れ
ば
別
ち
疾
あ
り
、
風
雨
節
あ

ら
ざ
れ
ば
別
ち
餓
あ
り
。
)

凸
は
仲
秋
の
時
に
冬
の
政
令
を
行
な
え
ば
、
北
風
に
よ
る
風
害
が

起
き
る
と
す
る
。
同
様
の
こ
と
が
『
呂
氏
春
秋
』
仲
秋
紀
や
『
准
南

子
』
時
則
訓
に
も
見
え
て
い
る
。
ゅ
で
は
、
風
に
節
度
が
な
け
れ
ば

操
業
が
影
響
を
受
け
氏
は
機
能
に
陥
る
こ
と
を
言
う
。

『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

紳
日
月
産
一
辰
之
一
脚
則
零
霜
風
雨
之
不
時
、
於
是
乎
栄
之
。
(
昭
公

元
年
)

(
日
月
星
一
反
の
村
別
ち
雪
霜
風
雨
の
時
な
ら
ざ
れ
ば
、
是
に
於

い
て
か
之
を
祭
む
。
)

こ
こ
で
は
日
・
月
・
星
の
諾
神
が
風
を
支
配
し
て
お
り
、
吹
く
時

期
が
乱
れ
た
場
合
に
諸
神
を
祭
る
と
し
て
い
る
。

『
管
子
』
に
は
風
雨
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
例

え
ば
次
の
様
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

同
規
風
暴
雨
数
議
、
五
穀
不
蓄
、
六
蓄
不
育
。
(
小
匡
)

し
げ

(
殺
風
暴
風
数
ば
譲
り
、
五
穀
蓄
ら
ず
、
六
議
十
一
月
た
ず
。
〉

M
W
鶏
風
暴
雨
、
震
民
害
、
沼
早
魚
民
患
、
年
穀
不
熟
歳
銭
。
耀
貸

安
、
民
疾
疫
。
嘗
此
時
世
、
民
貧
旦
罷
。
ハ
小
間
)

(
鶏
間
凶
暴
雨
、
民
盛
岡
を
為
し
、
沼
早
民
患
を
為
し
、
年
穀
熟
さ

ず
歳
機
あ
り
。
終
貸
貴
く
、
民
疾
疫
あ
り
。
此
の
時
に
当
り
て

や
、
民
貧
に
し
て
旦
つ
罷
む
。
)

的
宣
穫
荷
不
穫
、
風
雨
将
作
、
五
穀
以
削
、
土
民
一
零
落
、
不
穫
之

筈
也
。
(
軽
重
己
)

(
宜
し
く
穫
る
べ
く
し
て
穫
ら
ず
、
風
雨
将
に
作
き
ん
と
し
、

五
穀
以
て
削
ら
れ
、
士
民
零
落
す
る
は
、
穫
ら
ざ
る
の
盛
岡
な

り。〉

一向、

ω
け
で
は
暴
風
雨
の
た
め
に
農
作
物
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
を

一一一一口い、

ωで
は
や
は
り
暴
風
雨
の
た
め
収
穫
の
機
会
を
逸
し
て
機
鋒

に
見
舞
わ
れ
る
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
強
風
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
が
具
体
的
に
よ
く
解
る
記
述
で
あ
る
。
『
管
子
』
は
斉

( 18 ) 



の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
例
の
他
に
も
夙
に
つ
い
て
の
記
載

が
多
い
。
本
稿
に
取
り
上
げ
た
強
瓜
表
現
を
持
つ
『
詩
経
』
十
一
例

の
内
、
五
例
ま
で
が
抑
風
、
即
ち
術
国
に
属
し
て
お
り
、
街
と
斉
と

い
う
隣
り
合
わ
せ
の
二
簡
の
記
述
に
風
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ

A
H
W
 

と
は
、
類
似
の
気
候
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
墨
子
』
尚
向
上
に
は
次
の
様
に
あ
る
。

約
今
若
天
城
風
苦
雨
榛
捺
市
至
者
、
此
天
之
所
以
罰
百
姓
之
不
上

同
於
天
者
也
。

(
A一f
天
の
瓢
風
苦
雨
捺
擦
と
し
て
至
ら
し
む
る
が
若
き
は
、
此

れ
天
の
百
姓
の
天
に
上
向
す
る
者
あ
ら
ざ
る
を
罰
す
る
所
以
な

り
。
)

天
に
追
従
す
る
者
が
な
い
時
に
罰
と
し
て
天
が
人
間
に
強
風
を
与

え
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
荘
子
』
秋
水
に
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ω風
日
、
然
。
子
蓬
蓬
然
起
於
北
海
市
入
於
南
海
也
。
〈
中
略
〉

夫
折
大
木
、
政
大
屋
者
、
唯
我
能
也
。

(
風
臼
く
、
然
り
。
予
れ
蓬
蓬
然
と
し
て
北
海
に
起
こ
り
て
南

海
に
入
る
。
〈
中
略
〉
夫
の
大
木
を
折
り
、
大
屋
を
蛮
ば
す
は
、

唯
だ
我
の
み
能
く
す
と
。
)

冬
の
季
節
風
が
吹
く
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
強
さ
は

前
掲
付
の
の
例
に
も
あ
っ
た
様
に
大
木
を
折
る
程
強
く
、

人
家
の
屋
根
を
も
飛
ば
す
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

『
准
南
子
』
に
は
次
の
様
な
も
の
が
あ
る
。

的
天
之
偏
然
、
怒
者
潟
風
。
〈
中
略
〉
人
主
之
情
、
上
通
天
。
故

諒
暴
対
多
頭
風
。
(
天
文
訓
)

(
天
の
偏
気
、
怒
れ
る
者
は
風
と
為
る
。
〈
中
略
〉
九
月
政
を
失

せ
ば
、
三
月
春
風
済
ら
ず
。
)

∞
正
月
比
八
政
、
七
月
涼
風
不
至
。
〈
中
略
〉
九
月
失
政
、
三
月
春

風
不
演
。
(
時
則
前
)

(
正
月
政
を
失
せ
ば
、
七
月
涼
風
至
ら
ず
、
〈
中
略
〉
九
月
政
を

失
せ
ば
、
三
月
春
風
済
ら
ず
。
)

的
は
、
天
の
気
が
調
和
を
失
っ
て
怒
る
と
風
と
な
り
、
天
は
人
主

の
意
を
知
わ
ノ
、
人
主
が
民
を
苦
し
め
れ
ば
疾
風
を
多
く
吹
か
せ
る
と

し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け
る
強
風
は
天
の
怒
り
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
ぬ
で
は
政
令
を
誤
る
と
季
節
の
正
し
い
移
り
変
わ
り
が
行
な
わ

れ
な
く
な
る
こ
と
を
一
一
一
一
口
う
。

最
後
に
『
韓
詩
外
伝
』
巻
二
に
も
次
の
様
な
記
述
が
あ
る
。

位
薄
日
、
題
無
道
別
別
議
風
腐
疾
、
暴
雨
折
木
。

(
伝
に
臼
く
、
国
無
道
な
れ
ば
別
ち
鶏
風
腐
疾
に
し
て
、
暴
雨

一
折
木
あ
り
。
)

( 19 ) 

留
の
政
治
が
混
乱
す
る
と
強
風
が
吹
き
激
し
い
雨
が
降
っ
た
り
木

を
折
る
と
し
、
政
治
の
混
乱
と
天
候
を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
。



以
上
の
諸
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
風
は
天
意

を
受
け
て
起
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
特
に
天
の
怒
気
が
強

風
に
な
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
様
な
強
風
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
風
申
告
の
原
因
を
政
治
と
結
び
付
け
て
解
釈
し
、

政
治
が
混
乱
し
調
和
が
乱
さ
れ
れ
ば
強
風
が
起
き
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。強

風
に
よ
る
風
申
告
の
具
体
的
現
象
と
し
て
は
、
強
風
は
木
を
根
こ

そ
ぎ
倒
し
た
り
、
屋
根
を
吹
き
飛
ば
す
程
の
力
を
持
ち
、
農
作
物
を

吹
き
倒
し
て
そ
の
生
育
を
防
げ
た
り
、
収
穫
直
前
の
作
物
に
被
害
を

与
え
る
等
の
こ
と
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
強
風
が
生
活
の
上
で
現
実
に
猿
威
を
振
る
う
中
で
、
前

掲
『
持
経
』
十
一
例
は
詠
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
強
風
を
形
容

す
る
時
に
用
い
ら
れ
る
「
沼
習
」
、
「
発
発
」
、
「
暴
」
等
の
言
葉
に
は

当
時
の
人
々
の
強
風
に
対
す
る
突
感
的
恐
怖
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

一
一
一
一
口
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
実
質
的
な
被
害
を
与
え
る
強
風
は
人
々

に
憂
い
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
共
通
の
実
感
で
あ

り
、
共
通
の
理
解
で
あ
っ
た
と

ま
と
め

ょ
う
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
様
に
、
中
国
で
は
特
に
冬
に
強
い
季
節
風

が
吹
き
、
低
温
・
砂
塵
・
強
風
に
よ
っ
て
農
作
物
に
被
害
を
与
え
、

夏
の
季
節
風
も
時
と
し
て
水
害
や
干
越
を
も
た
ら
し
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
は
乾
熱
風
に
よ
り
農
作
物
に
被
害
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
様
な
環
境
の
下
で
農
業
を
社
会
基
盤
に
し
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
、
同
州
中
一
一
口
は
生
命
を
も
脅
か
す
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。
関
川
害
の

発
生
に
よ
っ
て
農
作
物
が
被
害
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
機
鋒
等
も

も
た
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
人
々
は
風
を
神
と
し
て
祭

り
、
強
風
を
宥
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
言
っ
た
状
況
の
中
で
第
一
章
に
掲
げ
た
『
詩
経
』
の
十
一
例

の
詩
は
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

( 20 ) 

も
う
一
度
、
各
詩
の
風
と
内
容
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
「
寒
風

が
吹
き
す
さ
ぶ
L

の
後
に
自
分
の
苦
し
い
気
持
ち
、
「
一
日
中
吹
き

つ
け
る
風
」
の
後
に
自
分
の
傷
心
、
「
南
か
ら
吹
く
大
風
」
の
後
に

母
親
の
苦
労
、
「
谷
か
ら
吹
き
つ
け
る
暴
風
」
の
後
に
棄
て
ら
れ
た

女
の
苦
し
み
、
「
北
風
が
吹
く
」
の
後
に
邪
惑
さ
に
満
ち
た
現
状
か

ら
去
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
、
「
風
が
激
し
く
吹
く
」
の
後
に
心
の

中
の
傷
み
、
「
つ
む
じ
風
の
様
な
者
」
の
後
に
掻
き
乱
さ
れ
る
心
、

「
疾
風
が
吹
く
」
の
後
に
自
分
だ
け
が
古
し
い
日
に
遇
う
こ
と
、
「
疾

風
に
向
っ
て
歩
く
」
と
「
大
風
が
急
で
あ
る
」
の
後
に
閣
の
混
乱
を

憂
う
、
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

は
、
ま
ず
強
風
表
現
が
あ
り
、
次
に

こ
れ
ら
の

、
ノ
ー
汁
J

V

、、「守、

グ
A
Y
Aウ
仁
ウ



述
べ
ら
れ
る
と
一
一
一
一
口
う
形
式
を
持
っ
て
い
る
。
強
風
は
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
農
作
物
に
対
し
て
被
害
を
与
え
た
り
、
家
屋
を
破
壊
す
る

等
、
常
に
不
安
と
慨
れ
を
も
た
ら
す
要
因
で
あ
り
、
こ
の
様
な
強
風

に
対
す
る
認
識
は
、
人
々
に
と
っ
て
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
人
々
は
、
不
安
や
惚
れ
を
強
き
立
て
る
強
風
の
さ
ま
を
う

た
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
効
果
的
、
実
感
的
に
詩
の
本
旨
で

あ
る
憂
苦
の
気
持
ち
を
他
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
こ

の
様
な
強
風
表
現
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

ヨ
吋
経
』
に
お
け
る
強
風
表
現
を
持
つ
十
一
の
詩
に
は
、
当
時
の

人
々
の
生
活
実
感
か
ら
来
た
風
に
対
す
る
意
識
が
詠
み
込
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

注
ωこ
の
点
に
つ
い
て
松
本
雅
明
氏
は
小
雅
の
谷
風
・
翠
表
・
四
月
の
三
例
を

引
か
れ
、
強
い
烈
し
い
風
が
何
ら
か
の
意
味
で
の
恐
怖
に
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
を
示
す
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
(
『
詩
経
諸
篇
の
成
立
に
関
す
る

研
究
』
上
〔
一
九
八

O
年
、
開
明
書
院
〕
二
二
九
J
二
三

O
頁
)

0

ω
『
詩
経
通
論
』
巻
一
二
。

ω
『
社
内
経
原
始
』
巻
三
。

ω
『
詩
経
通
義
』
郡
風
谷
風
。

ω
『
毛
詩
伝
算
通
釈
』
巻
二
十
六
。

紛
松
本
氏
前
掲
書
二
二
八
J
二
二
九
頁
。

州
W

『
詩
経
訳
注
』
下
(
昭
和
五
十
八
年
、
龍
渓
書
舎
)

一O
O頁。

ω劉
位
氏
に
よ
れ
ば
夏
の
湿
潤
な
季
節
風
に
よ
る
「
炎
風
暑
雨
」
の
気
候
は

農
作
物
に
有
利
で
あ
る
〈
劉
世
著
、
近
藤
康
男
、
藤
田
泉
訳
『
中
国
農
業

地
理
』
〔
一
九
八
四
年
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
〕
四
一
頁
)
。

ω岳
山
久
尚
監
修
『
ア
ジ
ア
の
気
候
』
世
界
気
候
誌
第
一
巻
(
昭
和
三
十
九

年
、
古
今
書
院
)
一
二
頁
。
浅
井
謙
次
監
修
、
人
民
中
間
続
集
部
一
漏
『
中

国
の
地
理
』
ハ
一
九
七
五
年
、
築
地
書
館
)
九
八
頁
。

ω前
掲
『
中
国
農
業
地
理
』
五
七
頁
。

ω中
国
科
学
院
地
研
究
経
済
地
理
研
究
一
編
著
『
中
国
農
業
地
理
総
論
』
(
一

九
八
一
年
、
科
学
出
版
社
)
三
五

O
、
四

O
二
頁
。

ω張
交
権
「
股
代
的
農
業
与
気
象
」
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
集
刊
』

回
二
(
民
間
五
十
九
年
)
。

ω王
続
瑚
氏
は
中
国
農
業
の
自
然
条
件
は
悪
く
、
水
島
皐
・
風
・
一
昨
何
一
等
の
害

に
昭
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
(
王
続
瑚
「
我
国
自
古
以
来
的
重
要
農
作
物

(
下
)
」
『
農
業
考
古
』
一
九
八
二
年
一
号
〉
。

ω胡
厚
宣
「
釈
段
代
求
年
於
四
方
和
四
方
底
的
祭
柁
」
司
復
日
一
学
報
ハ
人
文

科
学
)
』
一
九
五
六
i

一
〈
一
九
五
六
年
)
。

紛
探
夢
家
氏
は
「
其
担
J

大
風
(
其
れ
大
風
を
旦
J

め
ん
か
と
「
皿
J

風
、
北
亙
犬

(
鼠
を
皿
了
む
る
に
、
北
亙
に
犬
か
ど
等
の
ト
辞
を
示
し
て
お
ら
れ
る
(
際

夢
家
著
『
段
虚
ト
辞
綜
述
』
〔
一
九
五
六
年
、
科
学
出
版
社
)
五
七
五
頁
。

紛
守
屋
美
都
雄
氏
は
『
音
書
』
の
記
載
か
ら
、
山
西
・
河
北
地
方
で
は
寒
食

の
一
境
、
疾
風
甚
雨
が
起
り
易
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
(
守
屋
美
都
雄
訳
注

『
剤
楚
議
時
記
』
〔
一
九
八
七
年
・
平
九
社
〕
九
九
頁
)
、
こ
れ
も
こ
の
地

域
が
強
風
に
見
舞
わ
れ
易
か
っ
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
な
ろ
う
。

※
本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
奨
励
研
究
A
〉
に
よ
る
研
究
成
果
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の
一
部
で
あ
る
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
〉
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